
 1 

マツボックリ・髪の毛と湿度の関係 
慶應義塾高等学校３年 

選択地学Ⅱ(気象)履修  Y.K  T.Y 

 

概要  

 マツボックリの笠には湿度が高くなると閉じ、湿度が低くなると開くという性質がある。

そこで湿度を変化させることで、マツボックリの笠がどのように変化するのかを調べた。 

また、湿度計には人間の髪の毛の長さを利用しているものがある。髪の毛は湿度によっ

て長さが変わるだけでなく重さも変わるため、今回は、湿度を変化させることで髪の毛の

重さはどう変化するのかを調べた。 
 実験の結果、マツボックリは湿度の高いところに長時間置いておいても閉じなかったが、

マツボックリを水で濡らすと、笠が閉じていく様子が観察できた。また、閉じたマツボッ

クリを乾燥したところに置いておくと、徐々に笠が開いていく様子が観察できた。髪の毛

は、湿度の高いところに置いておくと、徐々に質量が増えていくことが確認できた。 

 

目的  

 マツボックリや髪の毛が湿度によってどのような変化をするのか、実験により見出す。 

 

方法  

（１）マツボックリの実験  

① 槽内に熱湯を入れ湿度を 100％に保ち、マツボックリをつるし、変化を観察した。 
② 水でマツボックリを濡らし、変化を観察した。 
③ 笠の閉じたマツボックリを乾燥したところにおき、変化を観察した。 

 
（２）髪の毛の実験 

水槽内に熱湯を入れ湿度を 100％に保ち、髪の毛を入れ、重さの変化を記録した。 

 
 使用機材 
  水槽 
  電子天秤 

  デジタルカメラ 

  LabPro 
  LabPro 用湿度センサー 
  LabPro 用温度センサー 
  関数電卓（TI-83 Plus） 

  電気ポット 
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結果と考察 

（１）マツボックリの実験 
① マツボックリの高湿度での変化 

         

水槽内に入れた直後       １０分後           ２０分後      

         

 ３０分後          ４０分後          ５０分後 

 

    

 

 

１１０分後          １２０分後 

写真 1. 高湿度下でのマツボックリの変化 

 
 ６０分後～１００分後まではカメラの調子が悪く、撮影できなかった。 
 開ききったマツボックリを 120 分間、湿度が 100％近い水槽の中に吊るしておいたが、

全く変化が見られなかった。 
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②水でマツボックリを濡らしたときの変化 

         

濡らした直後         １０分後          ２０分後 

         

３０分後          ４０分後          ５０分後 

         

６０分後          ７０分後          ８０分後 

         

９０分後         １００分後          １１０分後 

 

１２０分後 
写真 2. 水で濡らしたマツボックリの変化 

 
直接マツボックリを水で濡らすと、実験①とは違い、徐々に閉じていく様子が観察でき

た。 
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③ マツボックリが開くまでの変化 

         

濡らしてから６００分後      ６３０分後          ６６０分後 

         

６９０分後          ７２０分後          ７５０分後 

         

７８０分後          ８１０分後          ８４０分後 

         

８７０分後          ９００分後           ９３０分後 

     

９６０分後          ９９０分後 
写真 3. マツボックリが開くまでの変化 

 
 この実験では、690 分後からは左端のマツボックリに注目した。 
 水で濡らしたマツボックリを湿度が約 40％のところにおいておくと、実験②よりは遅い

変化ではあったが、徐々に開いていく様子が観察できた。 
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 ３つの実験から、マツボックリが閉じるのは、湿度と関係しているのではなく、実際に

濡れることによって閉じるのではないかと考えられる。また、笠が開くまでに 10 時間以上

かかったことから、マツボックリにかかっていた水分が蒸発して乾燥したことで開いたの

ではないかと考えられる。 

 
（２）髪の毛の実験 

水槽内に髪の毛を入れてからの時間と重さを下の表１と図１に示した。 

 
表１ 髪の毛の重さの時間変化  
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図１ 髪の毛の重さの変化 

 

時間（分後） 重さ（ｇ） 

0 16.415 

10 16.482 

20 16.525 

30 16.533 

40 16.582 

50 16.571 

60 16.561 

70 16.583 

80 16.590 

90 16.643 

時間（分後） 重さ（ｇ） 

100 16.694 

110 16.707 

120 16.738 

130 16.743 

140 16.788 

150 16.579 

160 16.879 

170 16.894 

180 17.099 
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写真 4. 髪の毛の重さの測定 

 
 図１を見ると、実験開始直後から少しずつ質量が増えているのがわかる。これは、髪の

毛が水分を吸収したためだと考えられる。実験終了後、湿度が４０％前後のところに８時

間放置し、質量を測ったところ、16.567ｇであった。実験開始時の質量が 16.415ｇ、実

験終了時の質量が 17.099ｇであったことを考えると、実験中に吸収した水分が出ていった

のではないかと考えられる。 

 

結論  

 マツボックリは、湿度が高くなってもあまり変化せず、直接水で濡らすことで変化する。  
 髪の毛は、湿度が高いところに置くと、重くなる。 

 

謝辞  

 実験のために S.K 君に髪の毛をいただいた。ありがとうございました。 

 

感想  
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